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各位　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイセル化学工業株式会社

キラルケミカル事業中国現地法人北京分室設置の件

ダイセル化学工業株式会社（本社：大阪市北区、社長：札場操）は、キラルケミカル事業の中国現地法人ダイセル薬物手性技術（上海）有限公司の分室を北京に設置いたします。

当社は、中国におけるキラルカラム事業を強化するため2008年1月上海地区にダイセル薬物手性技術（上海）有限公司を設立し、キラルカラムのテクニカルサービス・販売およびキラル化合物分取事業を全国展開してまいりました。中国での欧米大手製薬会社向けのR&D業務の拡大および中国の大学/研究所と製薬会社のキラル化合物への取組みの増加を背景に順調に売上を伸ばしてまいりましたが、北京地区におけるキラルカラムおよびキラル化合物分取のニーズが多いことから、このたび北京市中関村科学技術園区＊にある生命科学園に北京分室を設置することにしたものです。北京分室には、分析用と分取用超臨界クロマト（SFC）装置および分析用HPLC装置を導入いたします。

今後、当社は、上海と北京の2拠点体制で中国におけるキラルケミカル事業のさらなる拡大を図ってまいります。

ダイセル薬物手性技術（上海）有限公司　北京分室の概要

・英語名：Daicel Chiral Technologies(China)Co., Ltd. Beijing branch

・住所：北京市昌平区生命園路29号創新大厦C座001-B2
・業務開始予定：2011年1月

・業務内容：

1 キラルカラムの華北（北京）地区でのテクニカルサービス業務　

2 キラル化合物の華北（北京）地区での分取業務

・当初主要設備機器：

1 分取用SFC装置　1台

2 分析用SFC装置　1台

3 分析用HPLC装置　2台

*中関村科学技術園区
　　中国における初めてのハイテクノロジー開発パークで、中国No.1の規模を誇り、10の園区がある。生命科学園は、園区の一つである昌平園にあり、バイオ医薬の研究機関が集まっている地区。
以上
